
建設業デジタル化促進モデル事業による（令和３年度分）
現場見学会

栄宝生建設株式会社  



対象工事
道交基幹第２８号 森林基幹道開設事業下土居桧谷線１工区工事
監理技術者 山中 隆志   現場代理人 井上 卓

工期
令和５年７月１２日～令和６年３月３１日

工事概要
施工延⾧L=88m 幅員W＝4.0ｍ
切土V=2,364m3 法面工A=970.4m2 場所打擁壁工V=312.5m3
補強土壁工A=243.3m2 U型側溝L=85.3ｍ ガードレールＬ＝43.0ｍ



・導入したICT機器の具体的な使用実例
丁張作成、型枠の位置確認、基準高確認

・導入効果
通常３人程必要になる作業が一人で出来るようになり、手の空いた作業員が他の仕事へ移ることができ

仕事効率を上げることができた

サイテック３Dで作成した３Ｄデータを作業員に見せることにより、全体的な可視確認ができ、周知すること

ができた

・課題
構造物の構成によるが、３Dデータ作成時に時間を要する

光波と比べて杭ナビLN-150は下方の測量精度が弱い

・感想
工事データを理解していれば光波機と違い様々な使い方ができる。

現場が違えばまた違った使い方もできるようになり、導入して良かった



・起工測量時に精度確認した座標点、KBM、新たに現場に設置した基準点などを登録します。

1.現場座標点登録



・現場を構成するIP点、BC～ECを使用し平面線形を作成する。

2.平面線形作成



・縦断図を使用し各測点に折れ点高さ、VCLを入力し縦断線形を作成する。

3.縦断線形作成



・使用する横断図を登録する。

・平面・縦断線形のデータ入力により中心線のXYZが構築されるので、各横断のセンターを基準とし

形状データを作成する。

4.横断図による形状データ作成



・路面要素：BC～EC、拡幅起点-変化点-終点、片勾配の起点-変化点-終点など路面に関わる要素を

持った横断点を拾い出しする。

・設計図に無い横断図については、SiTE3Dを利用して新たに作成する必要があります。

5.路面要素形状作図



・路面要素形状作図の要領で各作図データをもとに形状データを作成する。

・構造物などの掘削計画高さ、壁高さ、同断変化測点など路面要素以外に構造物の構築要素を拾い出し、さらに作図データの作

成を行う。

・同じ計画形状で作成した形状データは形状複写（他測点複写・断面補間）を使い形状データを連結させていく。

6.掘削及び構造物作図・形状データ作成



・掘削及び構造物作図形状データ作成と同じく変化点などの構築要素もとに作図データを作成する。

7.作図データ作成(補強土壁)
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・コンクリート擁壁と比べ構造が複雑である為、計画層を数種類設定して各層ごとに形状データを作成する。
・連動する形状データは掘削及び構造物と同様に（他測点複写・断面補間）を駆使して作成。

8.形状データ作成(補強土壁)



・基礎コンクリートからジオグリッド、各鋼製枠段数、を形状データ作成した状態

9.補強土壁形状データ1



・外郭要素のコンクリートパネル、天端現場打、天端シートなどを形状データ作成

10.補強土壁形状データ2





・最後に構造物と路面をつなぐ盛土の作図をしました。

・形状データに間違いやズレがないか全体を眺め確認します。

11.盛土形状作図



・道路中心線がカーブの場合、その範囲内の構造物は下の画像のように曲線で形状データが作成される為、注意が必要である。

・対策としては、細かくポイントを作りポイントごとに位置出しなどを行うか、または構造物の平面線形を作成し形状データを

作る方法があります。

12.カーブ範囲の形状データ作成1



・構造物の平面線形を作成し形状データ作った画像です。

13.カーブ範囲の形状データ作成2



・拡幅やすりつけにより道路中心線Rと違うRを持つ構造物があります。

・当作業所では、山側の側溝がそれにあたります。カーブ範囲の形状データ作成での対策で正確な形状データを作れるとは思います

・自分は変化位置など重要な測点のみ使用し、従来道理の丁張設置くぐりを計算しての施工を行うと思います。

14.Ｒ違いの形状データ作成





デモ現場情報
・ 測点NO.0～NO.1までの延⾧20m、施工範囲内に、測点NO.0+0.5から+1.991にかけてR5mの曲線

・ その曲線範囲に高さ0.90ｍ、延⾧1.50ｍ、幅0.98ｍのかご枠施工

15.デモンストレーション

杭ナビLN-150を使用し、かご枠の組立を行います。


